
☆～愛の星へ～☆

ぼくがしあわせな時、

お母さんもしあわせだと思う。

お母さんがしあわせな時、

ぼくもしあわせだから。

おなかがいっぱいの時もしあわせだけど、

いちばんしあわせなのは

ぼくの大すきな人たちがしあわせな時。

心が愛でいっぱいの時。

ほんの少し気をつけるだけで

みんながきもちよくすごせるよ。

だれかにやさしくすると

その人もだれかにやさしくできるよ。
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やさしくした方にもやさしくされた方にも

愛がポンって入るよ。

やさしいきもちの人がどんどんふえていってね、

愛もどんどんふえて大きくなるよ。

み～んなしあわせなきもちになるよ。

そうしてちきゅうはね、

愛の中心になるんだ。

ＫＥＩＴＯ・彩・優美
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